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革新的な Cansat 技術競技会への挑戦

1 . はじめに

Cansat は ， カムバック コ ンペや上空からの写真撮

影など色々なミッションを行うための模擬人工衛星で

ある. Cansat 製作は電子工作・機械工作・制御・構

造など幅広い知識を応用し， 企画・設計・製作するた

め， 小型衛星開発の導入教育やものづくり教育に用い

られている． また， 日本各地の大学・高校において活

動が行われており， ものづくり教育題材として， 注目

されている 製作した Cansat を用いた競技会を行う

ことで， 明確な評価となり， また実際に自分達が製作

した物が動いているのを見ることによって， 学生達の

やる気や自己評価・反省につながると考えられる． し

かし， Cansat 競技会を行うためには， 係留気球やモ

デノレロケット， ハイブリットロケットを用いて， 高度

100m 以上から Cansat を放出する必要がある． ただ

し， これらの方法では， 場所の制約， 放出するまでの

時間 ，
コ ストなど， 講義の一環で行うには Cansat を

上空から放出する方法が難点となる．

本プロジェクトでは， 学生達が実際に Cansat を製

作することで， 講義教材について検討を行う． また，

Cansat を上空から放出する方法として， 今まで用い

られたことが無いカイトブレーン（小型自律飛行機）

を用いた革新的な技術競技会に挑戦し， 競技時間を改

善することで Cansat を教育教材としてより利用しや

すい環境を作ることを目指す

2. カイトブレー ン

カイトプレーンは凧の原理を応用し， 布製の主翼と

小型エンジンを搭載した自律飛行機である． 機体には

GPSおよびジャイロが搭載されており，飛行経路を指

定することで自律飛行が可能であり， 有視界外での飛

行が可能である そのため， 数 km 上空でも飛行可能

であり， ハイブリットロケットと同程度の高度から

CanSat を放出可能と考える ． 本プロジェクトで使用

したカイトプレーン（スカイリモート社製） を図1に

示す ． カイトプレーンの脚部後方に図2に示すような

円弧状の空間を設け， CanSat の Open Class （質量

1050g 以下，内径 φ146mm 長さ 240mm）を収納し，

バンドで固定することで搭載可能にした． また， サー

ボモ ー ターを駆動させバンドを解放することで，

CanSat は自重により放出される 本試験は， 有視界

内で、行ったため， 今回は無線操縦で、行った
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3. Cansat 製作

今回， Cansat 製作を行った学生は2名で、あったた

め， 企画の段階で作業担当を構造・機能担当（加工 ・

組立） と制御・電子系担当（フ
。

ログラミング， 電子工

作） にわけで｛乍業を行った． また， 構想はパラグライ

ダー タイプとローパー タイプをそれぞれ分担して行っ

た作業量が多いため， 適正人数としては4名程度と

図 l カイトプレーン（スカイリモート相生込）

図 2 CanSat 搭載部（ダミー搭載）

図3 電子工作






